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やっと収まるかに見えた政治の混乱と日本の高度情報社会の闇とほころびがここかしこ 

「好きな情報を好きに手に入れ、好きに行動 自由奔放・正義を振りかざして」  

でも 好き勝手に人や社会を巻き込んで、あとは知らぬ顔  

そんな無責任・闇を野放しで、よいのだろうか‥‥‥‥   

誰かが言っていました  

インターネットニュースや新聞報道よりも インターネットのSNや最近のTV番組の情報はみんなスピードに 

かまけた刹那の情報 映像・表情の刺激  そこでは感情論が支配し、論理的な話は疎まれる。    

それを利用して発信する人・受信する人。 真偽を問わず、情報は瞬時に世界へ拡散し、ボタンひとつで多くの人に 

影響を与える。 インフルエンサーと呼ばれる情報提供者がもてはやされる一方、「闇」とよばれる不文もおおびら 

に目に触れる。 何の規制もなく、真偽を問わず、商業主義に徹した情報が、自己責任の名のもとにばらまかれる。 

この１１月 そんなことが、選挙戦でも繰り広げられたという。 そんな状況があちこちで、垣間見えた１１月。 

自己責任・自己中心の言動がボタン一つの多数者世論としてばらまかれる。 

これがまともな社会と言えようか…と 

これからを担う若者たちが、怖いもの知らず、怖いもの見たさで、無防備のまま日本を引っ張るのかと心配にもなる。 

そんなことが見え隠れした１１月。  

今 日本ばかりでなく世界が混迷・混沌の荒波の中にある。 

感情論から理性論を受け止める余裕が今こそほしい次代だと思う。 

ちょっぴり頭をよぎる「ぶつぶつ」をメモとして記録しておこうと書き留めました。 
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10月・１１月 神戸新聞コラム「正平調」より 気になったコラム 抜き書き整理  

                           2024.12.5. From Kobe  Mutsu Nakanishi  

 

 

 



 

 

 


